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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第４区分
【発行日】平成22年2月12日(2010.2.12)

【公開番号】特開2008-152878(P2008-152878A)
【公開日】平成20年7月3日(2008.7.3)
【年通号数】公開・登録公報2008-026
【出願番号】特願2006-341747(P2006-341747)
【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ   7/0045   (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ  23/40     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ   7/0045  　　　Ｚ
   Ｇ１１Ｂ  23/40    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成21年12月18日(2009.12.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一方の面がデータ面であるとともに他方の面がレーベル面となっている着脱可能記憶メ
ディアの挿入部と、前記挿入部に挿入された記憶メディアのデータ面にデータを書込むデ
ータ書込部と、前記データ書込部による書込残容量を検出する検出部と、前記検出部の検
出に応じて記憶メディアのレーベル面への画像書込みに関連する信号を発生する信号発生
部とを有することを特徴とする記録装置。
【請求項２】
前記信号発生部が発生する信号は、記憶メディアのレーベル面の書込み領域に余地を残す
かどうか決定する信号であることを特徴とする請求項１に記載の記録装置。
【請求項３】
一方の面がデータ面であるとともに他方の面がレーベル面となっている着脱可能記憶メデ
ィアの挿入部と、前記挿入部に挿入された記憶メディアのレーベル面に画像を書込む画像
書込部と、記憶メディアのデータ面の書込残容量に基づき前記画像書込み部を制御する制
御部とを有することを特徴とする記録装置。
【請求項４】
前記制御部は、記憶メディアのデータ面の書込残容量に基づき記憶メディアのレーベル面
の書込み領域に余地を残すかどうか決定することを特徴とする請求項３記載の記録装置。
【請求項５】
記憶メディアのデータ面へのデータ書込みが不能状態にあるときデータ面の書込残容量が
あってもレーベル面の書込み領域に余地を残さないよう決定することを特徴とする請求項
２または４に記載の記録装置。
【請求項６】
一方の面がデータ面であるとともに他方の面がレーベル面となっている着脱可能記憶メデ
ィアの挿入部と、前記挿入部に挿入された記憶メディアのデータ面にデータを書込むデー
タ書込部と、記憶メディアのレーベル面に書込済の画像に関する情報を検出する検出部と
、前記検出部の検出に応じて記憶メディアのレーベル面への画像書込み様式を制御する信
号を発生する信号発生部とを有することを特徴とする記録装置。
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【請求項７】
一方の面がデータ面であるとともに他方の面がレーベル面となっている着脱可能記憶メデ
ィアの挿入部と、前記挿入部に挿入された記憶メディアのレーベル面に画像を書込む画像
書込部と、記憶メディアのレーベル面に書込済の画像に関する情報に応じて前記画像書込
部による記憶メディアのレーベル面への画像書込み様式を制御する制御部とを有すること
を特徴とする記録装置。
【請求項８】
制御されるレーベル面への画像書込み様式はレーベル面に書込済の画像の様式と同様であ
ることを特徴とする請求項６または７記載の記録装置。 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】

　上記の課題を解決するため、　一方の面がデータ面であるとともに他方の面がレーベル
面となっている着脱可能記憶メディアの挿入部と、挿入部に挿入された記憶メディアのデ
ータ面にデータを書込むデータ書込部と、データ書込部による書込残容量を検出する検出
部と、検出部の検出に応じて記憶メディアのレーベル面への画像書込みに関連する信号を
発生する信号発生部とを有することを特徴とする記録装置を提供する。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】

　本発明の他の特徴に寄れば、　信号発生部が発生する信号は、記憶メディアのレーベル
面の書込み領域に余地を残すかどうか決定する信号であることを特徴とする記録装置であ
る。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の他の特徴に寄れば、一方の面がデータ面であるとともに他方の面がレーベル面
となっている着脱可能記憶メディアの挿入部と、挿入部に挿入された記憶メディアのレー
ベル面に画像を書込む画像書込部と、記憶メディアのデータ面の書込残容量に基づき画像
書込み部を制御する制御部とを有することを特徴とする記録装置を提供する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
本発明の他の特徴に寄れば、制御部は、記憶メディアのデータ面の書込残容量に基づき記
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憶メディアのレーベル面の書込み領域に余地を残すかどうか決定することを特徴とする記
録装置を提供する。 
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
本発明の他の特徴に寄れば、記憶メディアのデータ面へのデータ書込みが不能状態にある
ときデータ面の書込残容量があってもレーベル面の書込み領域に余地を残さないよう決定
することを特徴とする記録装置を提供する。 
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　　本発明の他の特徴に寄れば、一方の面がデータ面であるとともに他方の面がレーベル
面となっている着脱可能記憶メディアの挿入部と、挿入部に挿入された記憶メディアのレ
ーベル面に画像を書込む画像書込部と、記憶メディアのレーベル面に書込済の画像に関す
る情報に応じて画像書込部による記憶メディアのレーベル面への画像書込み様式を制御す
る制御部とを有することを特徴とする記録装置を提供する。
 
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
本発明の他の特徴に寄れば、制御されるレーベル面への画像書込み様式はレーベル面に書
込済の画像の様式と同様であることを特徴とする記録装置を提供する。 
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